




 

 昭和 52 年 4 月より、作業室が設置されたのを機会に、第 1に病棟間交流を図

り仲間意識を高める。第 2に自主的活動とし自発性、協調性を養う。第 3に七

宝焼を行い自己表現力をつける。などを目的とし手芸活動を統一し実施してき

たので報告する。 

 対象、中学卒業者の希望参加としたため、病型、年齢、IQ、障害程度、活動

経験の深さなど様々な男子 16 名、女子 5名、計 21 名であり、主な病型はデュ

シャンヌ型を中心に、ウェルドニッヒホフマン氏病及び小脳性失調症などであ

る。 


